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 日本郵政は２０１５年にオースト

ラリアの物流大手トール社を６２０

０億円で買収しました。 

 

このころ、日本郵政は２０１５年

秋の日本郵政と金融２社の３社同

時上場を大前提にした「成長戦

略」を描いていました。 

その一つがトール社買収を足

掛かりに、アジアを中心に物流事

業を国際展開する戦略でした。そ

のための、設備投資を６６００億円

増やし、１兆９６００億円へと増大

させました。（新「中期経営計

画」） 

 

第二として、ゆうちょ銀行、かん

ぽ生命の資金運用を国債中心か

らリスク性資産へ投資を拡大する

事でした。（新「中期経営計画） 

 

これら新「中期経営計画」は、

『郵便局ネットワークを中心とした

「安全・安心・信頼」のブランドを

自ら放棄してしまうことにつながり

かねない事業経営の大転換が進

められようとしている』と組合も指

摘をしてきました。 

 日本郵政は、２０１５年度に買収したオーストラリアの物流大手トール・ホ

ールディングスの業績が低迷し、３月期決算の純利益が４００億円の赤字

となる見通しだと発表したことが報道されました。 

 ２０１０年には、日通との宅配統合に失敗し１０５０億円もの赤字を出し、

「一時金削減」でそのツケを労働者に押し付けられたことは記憶から消え

ていません。 

 

 トール社の営業利益は前年期に比べて

約７割も減るなど、業績は買収前の予想を

大きく下回りました。 

  

トール社の業績低迷は今に始まったこと

ではありません。郵政ユニオン第５回全国

大会（２０１６・６・３０～７・２）議案は「トール

社の営業利益も前年（１４年）に比べて３６・

２％減となる」と買収前から低迷していたこ

とを指摘していました。 

 

日本郵政が２０１５年にトール社を買収し

た時にはすでに業績は低迷しており、６２０

０億円もの資産価値がなかったことになりま

す。今回の処理では、買収価格と実際の

資産価値の差にあたる「のれん代」と商標

権など４００３億円を損失として計上しま

す。日本郵政は、３月期決算で３２００億円

の黒字を予想していました。 

 

記者会見で長門社長は、「純資産も１４

兆８千億円あり、軍資金もいっぱいある」

「必要なら企業買収も続ける」との報道もあ

りました。長門社長よ！資産は貴方個人の

ものか！ 

当時政府が日本郵政株１００％を保持し

ていたことから、政府の責任も問われること

となりそうです。 

 


